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財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
に
対
す
る
文
化
庁
の
実
地
検
査
な
ら
び
に
「
平
成
十
三
年
問
題
」
に
つ
い

て
の
協
会
の
「
釈
明
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

今
年
二
月
二
十
八
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
（
第
四
分
科
会
）
に
お
い
て
、
私
は
、
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
執

行
部
に
よ
る
刀
剣
審
査
の
規
程
違
反
・
手
続
き
等
の
不
正
に
関
し
、
数
々
の
具
体
的
事
例
を
挙
げ
て
、
政
府
・
文
化
庁
の
見
解

を
た
だ
し
た
。
答
弁
に
立
っ
た
渡
海
紀
三
朗
文
部
科
学
大
臣
は
、
「
御
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
点
も
含
め
て
調
査
を
い
た
し

て
お
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
」
と
強
調
し
た
。
同
協
会
に
対
す
る

実
地
検
査
は
二
月
二
十
七
日
か
ら
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
検
査
内
容
、
結
果
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
同
協
会
執
行
部
は
、
協
会
機
関
誌
『
刀
剣
美
術
』
（
平
成
二
十
年
五
月
号
）
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
平
成
十
三
年

問
題
」
は
、
「
理
事
会
に
諮
り
議
論
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
正
式
の
手
続
き
を
踏
ま
え
た
も
の
」
で
も
な
く
、
�
当
時
の
事

務
局
長
（
故
人
）
の
個
人
的
判
断
で
あ
っ
た
�
旨
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
文
化
庁
に
よ
る
「
平
成
十
三
年
当
時
の
改
善

措
置
」
の
指
導
に
真
っ
向
か
ら
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
経
過
と
そ
の
後
の
協
会
執
行
部
の
対
応
等
を
ふ
ま
え
、
改
め

て
以
下
、
質
問
す
る
。

一

平
成
二
十
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
行
わ
れ
た
同
協
会
に
対
す
る
実
地
検
査
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

一



い
。

二

そ
の
際
、
検
査
の
目
的
、
期
間
、
対
象
、
検
査
方
法
（
聴
取
を
行
っ
た
対
象
は
役
員
の
み
か
、
あ
る
い
は
検
査
対
象
に
関

わ
る
職
員
に
も
聴
取
を
行
っ
た
か
等
も
含
む
）
は
も
ち
ろ
ん
、
次
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
詳
細
を
示
さ
れ
た
い
。

（
一
）

二
月
二
十
八
日
の
予
算
委
員
会
（
第
四
分
科
会
）
な
ら
び
に
同
月
十
三
日
提
出
の
私
の
質
問
主
意
書
で
指
摘
し
た

同
協
会
の
現
職
の
常
務
理
事
、
課
長
が
関
わ
っ
た
規
程
違
反
等
に
つ
い
て

�

前
述
の
質
問
主
意
書
で
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。

（
Ａ
）

平
成
十
九
年
（
〇
七
年
）
六
月
度
の
受
付
期
間
は
、
六
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
で
あ
る
（
『
刀
剣
美

術
』
同
年
五
月
号
「
掲
示
板
」
参
照
）
。
し
か
し
、
例
え
ば
「
№
�
�
�
」
の
申
請
物
件
は
、
申
請
日
付

が
六
月
十
二
日
で
あ
り
、
受
付
期
間
外
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
小
林
常
務
理
事
よ
り
依
頼
さ
れ
六
月
十
三

日
に
打
刻
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
№
�
�
�
」
の
申
請
物
件
は
、
申
請
者
高
橋
正
法
氏
、
扱
者

「
真
玄
堂
」
で
あ
る
。
「
№
�
�
�
」
以
降
の
申
請
物
件
は
、
申
請
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
受
付
分
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
真
玄
堂
扱
い
」
の
申
請
物
件
も
明
ら
か
に
規
程
違
反
で
あ
る
。

「
真
玄
堂
」
と
は
、
「
架
空
の
名
前
を
使
っ
て
申
請
し
た
」
と
す
る
疑
惑
を
、
私
が
国
会
質
疑
で
指
摘

二



し
た
刀
剣
商
で
あ
る
。

（
Ｂ
）

同
年
七
月
度
の
受
付
期
間
は
、
七
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
で
あ
る
（
『
刀
剣
美
術
』
同
年
六
月
号
「
掲

示
板
」
参
照
）
。
し
か
し
、
前
月
同
様
、
受
付
期
間
外
の
申
請
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
№
�
�
�
�
」
の

場
合
、
「
二
〇
〇
七
年
七
月
十
三
日
Ｐ
Ｍ
三：

四
五
受
付

�
�
�
�
か
ら
�
�
�
�
の
八
本
は
、
岩
田

課
長
の
指
示
の
も
と
…
本
日
受
付
」
と
の
メ
モ
書
き
も
添
付
さ
れ
て
い
る
。

主
務
官
庁
で
あ
る
文
化
庁
は
、
こ
れ
ら
の
不
正
事
例
を
把
握
し
て
い
る
か
。
こ
の
申
請
期
限
外
の
受
付
は
一

例
に
過
ぎ
な
い
が
、
同
年
六
〜
七
月
は
、
国
会
で
審
査
の
透
明
性
、
不
正
な
手
続
き
等
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
、

文
化
庁
と
し
て
も
実
地
検
査
に
入
っ
た
直
後
で
あ
る
。
し
か
も
、
具
体
的
な
規
程
違
反
に
関
わ
っ
た
も
の
と
し

て
現
職
の
「
常
務
理
事
」
や
「
課
長
」
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
自
体
、
由
々
し
き
問
題
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
国
会
で
疑
惑
を
指
摘
さ
れ
た
業
者
が
、
繰
り
返
し
受
付
期
限
外
の
申
請
に
関
わ
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
回
答
は
、
「
御
指
摘
の
件
に
つ
い
て
は
、
近
日
中
に
実
施
す
る
予
定
の
臨
時
的
な
実
地

検
査
に
お
い
て
確
認
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
同
月
二
十
二
日
付
答
弁
書
）
。
同
月
二
十
八
日
の
予
算
委

員
会
で
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
も
、
「
実
地
検
査
に
お
い
て
確
認
す
る
」
（
高
塩
文
化
庁
次
長
）
と
の
こ
と
で
あ

三



る
。
こ
れ
ら
の
答
弁
を
ふ
ま
え
、
右
に
掲
げ
た
点
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
右
の
事
例
以
外
に

も
不
正
な
「
審
査
受
付
」
等
が
判
明
し
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

�

「
小
泉
忠
雄
」
名
の
会
員
番
号
の
存
在
に
つ
い
て

「
申
請
者
氏
名
、
住
所
、
こ
れ
は
一
致
し
ま
す
か
」
と
私
は
た
だ
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
も
「
今
確
認
中
で

ご
ざ
い
ま
す
」
（
同
・
予
算
委
員
会
、
高
塩
文
化
庁
次
長
）
と
の
答
弁
だ
っ
た
。
実
地
検
査
の
結
果
は
如
何
。

�

非
会
員
か
ら
の
申
請
に
つ
い
て
も
「
今
回
行
う
実
地
検
査
に
お
き
ま
し
て
私
ど
も
と
し
て
確
認
を
し
た
い
」
と

答
え
て
い
る
（
同
・
予
算
委
員
会
）
。
結
果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
二
）

こ
れ
ら
�
〜
�
に
係
る
実
地
検
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
政
府
・
文
化
庁
と
し
て
い
か
な
る
対
応
・
指
導
等
を
行
っ

た
か
。

（
三
）

同
協
会
・
田
野
辺
道
宏
常
務
理
事
に
よ
る
申
請
書
な
ら
び
に
発
表
用
ゲ
ラ
改
ざ
ん
疑
惑
に
関
し
て

�

二
月
二
十
八
日
の
予
算
委
員
会
（
第
四
分
科
会
）
に
お
い
て
、
私
は
、
重
要
刀
剣
等
審
査
申
請
書
（
№
八
四

三
）
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、
田
野
辺
常
務
理
事
に
よ
る
申
請
書
な
ら
び
に
発
表
用
ゲ
ラ
改
ざ
ん
疑
惑
を
指
摘
し

た
。
印
刷
所
に
入
稿
し
て
最
後
の
校
正
段
階
の
際
に
、
「
（
同
常
務
理
事
の
）
指
示
に
よ
り
変
更
」
さ
れ
た
と
い

四



う
書
き
込
み
の
事
実
を
示
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
の
解
明
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

高
塩
文
化
庁
次
長
は
、
こ
の
件
に
関
し
て
も
「
検
査
の
中
で
し
っ
か
り
調
べ
た
い
」
と
明
確
に
述
べ
た
。
そ
の

後
の
実
地
検
査
で
、
い
か
な
る
調
査
を
行
っ
た
か
。
当
該
申
請
書
（
№
八
四
三
）
や
発
表
用
ゲ
ラ
と
『
刀
剣
美

術
』
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
内
容
の
相
違
が
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
か
。
改
ざ
ん
の
経
緯
等
に
つ
い
て
、

説
明
を
さ
れ
た
い
。

�

同
常
務
理
事
は
、
書
き
換
え
の
経
緯
に
つ
い
て
、
�
校
正
上
ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
う
の
で
協
会
内
の
審
査
員
の
合

意
を
得
た
う
え
で
、
「
審
査
委
員
長
で
あ
る
林
専
務
理
事
」
に
決
裁
を
仰
い
だ
�
と
の
弁
明
を
行
っ
て
い
る
と
聞

く
。
審
査
の
内
容
上
（
学
問
的
に
）
様
々
な
見
解
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
考
え
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
審
査
会
で
確
定
さ
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
一
人
の
常
務
理
事
の
発
意
に
よ
っ
て

「
ひ
っ
く
り
返
る
」
こ
と
は
常
識
的
に
考
え
て
も
不
可
思
議
で
あ
る
。
仮
に
、
審
査
の
あ
と
で
「
正
し
い
（
と
思

わ
れ
る
）
内
容
」
が
判
明
し
て
も
、
後
日
、
臨
時
の
審
査
会
を
設
け
る
な
ど
し
て
機
関
決
定
に
諮
る
の
が
真
っ
当

な
や
り
方
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
林
専
務
理
事
を
審
査
委
員
長
と
称
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
協
会
の
規
程
で
は
「
審
査
委
員
長
」
と
い
う

五



役
職
は
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。

三

『
刀
剣
美
術
』
誌
上
に
お
け
る
「
平
成
十
三
年
問
題
」
の
「
釈
明
」
に
つ
い
て

協
会
執
行
部
は
、
『
刀
剣
美
術
』
（
平
成
二
十
年
五
月
号
）
に
お
い
て
、
「
刀
剣
美
術
の
愛
読
者
の
皆
様
へ
」
と
題
し
、

い
わ
ゆ
る
「
平
成
十
三
年
問
題
」
に
つ
い
て
の
釈
明
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
、
「
今
後
は
当
財
団
の
役
員
・
職
員
・
審
査
員
な
ら
び
に
そ
の
家
族
は
（
刀
剣
等
の
審
査
に
）
申
請
で
き
な

い
よ
う
に
す
る
」
と
し
た
平
成
十
三
年
の
文
化
庁
と
の
確
認
は
、
「
理
事
会
に
諮
り
議
論
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
正
式
の

手
続
き
を
踏
ま
え
た
も
の
」
で
も
な
く
、
�
当
時
の
事
務
局
長
（
故
人
）
の
個
人
的
判
断
で
あ
っ
た
�
�
理
事
会
に
諮
り
議

論
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
…
申
請
し
た
理
事
な
ど
に
と
っ
て
は
、
「
違
反
」
の
指
摘
は
「
寝
耳
に
水
」
の
出
来
事
で
あ
る
�

等
々
の
こ
と
を
列
挙
し
、
今
後
「
理
事
等
が
受
審
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
「
文
化
庁
と
さ
ら
に
話
し
合
い
を
進
め
て
ま
い
る

所
存
」
で
あ
る
と
公
言
し
て
い
る
。

「
平
成
十
三
年
問
題
」
と
は
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
な
ど
の
疑
惑
を
持
た
れ
な
い
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
協
会
内
で
行
わ
れ

て
い
た
刀
剣
等
の
審
査
に
、
協
会
役
員
や
職
員
、
親
族
等
か
ら
の
申
請
を
行
わ
な
い
よ
う
文
化
庁
に
よ
る
「
改
善
措
置
」
の

指
導
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
協
会
側
も
、
「
改
善
措
置
を
講
じ
た
」
と
の
報
告
を
文
化
庁
に
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
に

六



は
、
田
野
辺
・
現
常
務
理
事
の
印
鑑
も
押
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
一
）

今
回
の
、
協
会
執
行
部
に
よ
る
「
愛
読
者
の
皆
様
へ
」
と
題
す
る
「
釈
明
文
」
は
、
こ
の
間
の
政
府
・
文
化
庁
に

よ
る
指
導
に
対
し
て
真
っ
向
か
ら
反
す
る
も
の
と
考
え
る
。
政
府
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を
も
っ
て
い
る
か
。

（
二
）

「
平
成
十
三
年
問
題
」
は
、
�
理
事
会
に
諮
り
議
論
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
…
申
請
し
た
理
事
な
ど
に
と
っ
て

は
、
「
違
反
」
の
指
摘
は
「
寝
耳
に
水
」
の
出
来
事
で
あ
る
�
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
政
府
は
、
こ
の
協
会
執
行
部

の
見
解
を
容
認
す
る
か
。

（
三
）

今
後
「
理
事
等
が
受
審
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
「
文
化
庁
と
さ
ら
に
話
し
合
い
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
」
で
あ

る
と
強
調
し
て
い
る
。
「
刀
剣
審
査
の
公
正
性
を
担
保
し
、
審
査
に
対
し
て
疑
義
を
挟
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

同
財
団
の
役
員
、
職
員
、
そ
の
他
の
親
族
等
が
申
請
で
き
な
い
よ
う
、
自
主
規
制
に
よ
る
改
善
を
指
導
し
た
」
（
高

塩
文
化
庁
次
長
、
平
成
十
九
年
三
月
一
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
（
第
四
分
科
会
）
）
の
が
、
一
連
の
問
題
の
原
点

で
な
か
っ
た
か
。
「
理
事
等
が
受
審
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
、
文
化
庁
は
い
か
な
る
対
応
を
と
る
つ
も
り
か
。
見
解

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。
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